
問1 8点 2点×4 解答通り。
問2 4点 2点×2 解答通り。元素記号ではなく元素名で答えた場合はそれぞれ１点減点。
問3 4点 2点×2 解答通り。
問4 4点 「水素結合」がないものは不可。それ以外は，化学的・論理的な誤りがなければ正解

を与える。誤り一つにつき２点減点。
例「水は，分子内で水素結合を形成しているため。」⇒２点

問5 13点 (1) 3点
(2) 2点×2
(3) 3点
(4) 3点

(1)，(2)，(3)解答通り。数値の扱いについての共通採点基準にしがたう。
(4)√を開平せず表記しているものは，1点減点

問6 7点 (1)3点
(2)2点
(3)2点

(1)H2に「↑」をつけているものは可とする。
(2)，(3)解答通り。

32点 4tenn

問1 3点 解答通り。数値の扱いについての共通採点基準にしがたう。
問2 6点 2点×3 解答通り。番号または名称のうち片方のみが正しい場合1点を与える。
問3 3点 酢酸ナトリウムが電離して記してあるもの（右辺「→CH3COO-+Na++H2O」）も可とす
問4 4点 2点×2 解答通り。
問5 3点 解答通り。数値の扱いについての共通採点基準にしがたう。
問6 5点 「大気中の水の吸収」または「潮解」に相当する表現がない場合は不可。「二酸化炭

素」についての記述は無くても可。その他誤り一つにつき２点減点。
問7 3点 解答通り。数値の扱いについての共通採点基準にしがたう。
問8 3点 解答通り。数値の扱いについての共通採点基準にしがたう。

27点

問1 4点 2点×2 解答通り。数値の扱いについての共通採点基準にしがたう。
問2 12点 (1) 1点×2

(2) 1点
(3) 3点×2
(4) 3点

(1)符号の間違い・付け忘れは不可。
(2)「(IV)」の無いものは不可。

(3)[SO4
2-]を「H2SO4」または「HSO4

－」としてしまったものは，その他があっていれば１

点減とする。
(4)解答通り。符号の間違い・付け忘れは不可。

問3 7点 (1) 1点
(2) 3点×2

(1)「Ｂ」のみ（電極なし）も可とする。
(2)解答通り。

問4 4点 (1) 1点×2
(2) 2点

(1)物質名（「水素」または「塩素」）は不可。
(2)解答通り。数値の扱いについての共通採点基準にしがたう。

問5 3点 解答通り。数値の扱いについての共通採点基準にしがたう。
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東進模試 
化学採点の共通基準«2019年度» 

 
※摸試個別の採点基準と矛盾する内容があった場合は、個別採点基準が常に優先する。 
 
1. 記述解答について 

(1) 誤字（空欄補充や名称を答える問題の場合） 
・化学用語はひらがなでも点数を与える。漢字の間違いは不可。 
・「ボイル・シャルル」「ボイル＝シャルル」「ボイルシャルル」等の表記ゆれ
は可。 

・空欄の範囲外など、解答に不要な要素を含んで解答した場合⇒不可。 
(2) 単位 

・解答用紙に単位が表記されていない場合。 
→指定がない場合、単位は記していなくてもよい。 
→ただし、誤った単位を記した場合⇒1点減点。 

・解答用紙に単位が表記されている場合。 
→重複して書いていても誤っていなければ可。誤っている場合は上記に従う。 

(3) 物質名 
・その物質を正しく示している別称も可とする。（代表的なものは個別の採点基
準に記す） 

(4) 化学反応式 
・解答と同等であれば可とする。(化学式の並び順は問わない、という意味) 
・係数や物質表記に誤りがあった場合⇒不可。 
・『⇄』でなく『→』と書いた場合⇒可。 
・『⇄』『→』でなく『＝』と書いた場合⇒1点減点。 
・化学式の後に「↑（気体として出現）」「↓（沈殿）」などの記号を書いてい
た場合⇒間違いでなければ可。 
・『→』の上や下に、加熱の記号（△）や、触媒などを書いていた場合⇒間違い
でなければ可。 

(5) 熱化学方程式 
・解答と同等であれば可とする。(並び順は問わない。) 
・係数や物質表記に誤りがあった場合⇒不可。 
・（固 or s）（液 or l）（気 or g）およびaqがない場合 
     ⇒（個数に関わらず）1点減点。 
・１つで良い『+aq』が式中に複数書かれている場合 

⇒（個数に関わらず）１点減点。 
・『=』ではなく『→』と書いた場合⇒1点減点。 
・単位J（kJ）が記入されていない、kJ/molと記入した場合⇒1点減点。 
・エネルギーの符号に誤りがある場合⇒不可。 

(5) 論述問題（理由などの説明） 
・化学用語の漢字の間違い⇒（個数に関わらず）1点減点。ひらがなで正しく書か
れていれば点数を与える。 

・一般用語の漢字の間違いは、指摘はするが減点しない。 



・字数制限がある場合，字数を超えたもの⇒不可。ただし、句読点の有無は不問。 
・解答と同等の内容であれば可。加点ポイントが複数ある場合は，それに従って
加点する。ポイントの部分は正しく書いてあるがそれ以外に誤った内容が含まれ
ている場合，誤った部分ひとつにつき１点減点。 

 
2. 選択問題について（※完答指定の場合を除く） 

(1) 解答数の指示がある場合 
・指示された数よりも解答数の多い場合⇒不可。 
・指示された数以下の解答数⇒正解した分だけ点数を与える。不正解の解答があ
っても減点しない。 

(2) 解答数の指示がない場合（「…すべて選べ」など） 
・すべて記入した場合⇒不可。(すべて記入が正解の場合を除く。) 
・それ以外⇒正解した分だけ点数を与える。不正解の解答の個数ごとに正解した
分と相殺するように減点。 
 

3. 数値の扱いについて 
(1) 数値の表記 

・有効数字を考慮し、同値であるものはすべて可とする。 
・例）3.2×104=32×103→同値とみなす。 
（ただし、320×102は有効数字を考えると同値ではない為不可。） 

(2) 有効数字の取り扱い 
・「有効数字2桁で答えよ。」の場合(3桁以上の場合も同様) 
例：解答解説冊子の解答が0.32（計算結果＝0.324…≒0.32）のとき 
→0.3のように指定の桁数未満の答えは不可。 
→指定の桁数より多い場合 

→0.324のように四捨五入すると解答通りになる場合⇒1点減点。 
→0.328のように四捨五入すると解答通りにならない場合⇒不可。 

(3) 整数の取り扱い 
・『整数で答えよ』の場合 
→同値ではあるが小数を含み有効数字のように答えた場合⇒不可。 

・『最も簡単な整数比で答えよ』の場合 
→約分して解答通りになる場合⇒1点減点。 

(4) 『小数第n位までで答えよ』の指示がある場合 
    ・『小数第1位まで答えよ』の場合（n≧２の場合も同様） 

→解答解説冊子の解答：12.4（たとえば計算結果＝12.42≒12.4） 
     →1.24×10のように同値ではあるが有効数字のように答えた場合⇒１点減点。 
     →12.42のように小数の指定桁数を無視した場合⇒不可。 

 
4. 有機化合物の化学反応式について 

(1) 構造式として正しいと認められるものは点を与える。 
(2) 原則、構造式の記入例に従う。従っていない場合、減点することもある。 

・上下左右反転，ベンゼン環の六角形の中を円で記したもの、ベンゼン環のＣと
Ｈを記したものであっても可。 



・CH間、OH間の価標を記しても可。 ただし、価標の記し方が間違っている場合
は不可。 
・CC間の価標を記していないもの⇒1点減点。（エチル基を－C2H5と記すのは構
造が一意に定まるため例外として認める） 
・CO間の価標を記していないもの（－CO－、－COOH、－CHO）⇒1点減点。 
⇒構造式の記入例に従っておらず減点となる箇所が複数あっても，減点は大問全
体で1点とする。 

(3) 不斉炭素原子を示すことが求められている場合，不斉炭素原子に印をつけていな
い、誤った場所につけた場合⇒1点減点。 

(4) 示性式や化学式で書く指定があるものを構造式で書いた場合⇒不可。 
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